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概 要　 ［目的］産褥期に おける睡眠障害の マ タニ テ ィ ブ ル ーズ （以下 MB ）発症に及ぼす影響につ き以下 の研

究 を行 っ た．

　 匚対象 と方法］健常な経産婦16名，初産婦27名で，入院 1 週間を含め産褥 4 週間の 1 日睡眠時間を記録し

た． MB に 関 して は Steinの 質問票 を使用 し，　 Steinの 定義する 8 点以 上 を 1 日 で も示 し た もの を MB 群 ，

8点未満を コ ン トロ ール 群 と し た，睡眠内省に つ い て は寝付 き，持続感，熟眠感，中途覚醒につ き10段 階 ス

ケ ール を用い て 計測 した ．

　 〔成績］1）MB 尺度得点は，産褥 1 日よ りMB 群で 有意に 高くそ の 傾向は産褥 4週 まで同様であ っ た．

睡眠時間は産褥 4週まで MB 群は コ ン トロ
ール群 よ り短縮して い た．2）MB 群をさらに ， 入院中に 8 点以

上 を示 した群を MBA 群 ， 退院後に初め て 8 点以 上 を示し た 群をMBB 群に 分別した と こ ろ，睡眠時間は

MBB 群 で は 産褥 2 日 よ りコ ン トロ ール に 比 し有意に短縮 し，退院後さ ら な る短縮を認 め た の に 対 し，　MBA

群は コ ン トロ ール 群と差 は 認め なか っ た．3）睡眠内省得点は コ ン トロ ー
ル 群に 比 し MBA ，　 MBB 群 で 高

値を示 し，MBA 群 は 退院後
一

時改善する
一

方，　 MBB 群は退院後急速に悪化 し た．また，持続感 熟眠感，

中途覚醒は，各群で MB 尺 度得点と 正 の 相関 を 認 め た．

　 ［考案］従来，MB 発症は 産褥 3〜5 口 で発症 し，多 くは 2 週 間以 内に 症状 の 改善を 示す と され て い る が，

今回産褥 7 日日以降に発症する MBB 群は産褥 早期か らの 睡眠不足 と睡眠感の 悪化がそ の 発症に深 く関与

し，産褥早期か ら睡眠障害を伴うこ とが，MB 尺度得点，睡眠内省得点を数量化 し，相互の 関係か ら初め

て 明らか とな っ た，MBB 群は産褥期うつ 病などの精神障害に移行する可能性が あ り， 入院中の睡眠障害の

改善が産褥期精神障害発症 の 予防に繋が る可能性が示唆さ れ た．

Abstract　 Objective ：We 　investigated　the　relationship 　between　the　onset 　of　matemity 　bhles（MB ）and 　pos 卜

partum 　sleep 　disorders．

　 Methods ：The　changes 　in　the　score 　assessed 　by　means 　of 　a 　self −administered 　sleep 　dia【y ，
　Stein

’
sMB

questionnaire　and 　sleep 　feel血gs　were 　ev 洫 ated 　for　4　weel6   ter　deliv町 in　randomly 　 selected 　no   aI

posΦartum 　women （16multipara　and 　27　primipara），Those　with 　complications 　of 　psychological　disorders

were 　excluded ．　The　subjects 　were 　classi血ed 　into　two 　groups ：the　MB 　group（MB 　score ≧ 8），a皿d　control

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

2000年 4 月 広瀬 他 677

group（＜ 8）．The　MB 　group　was 　subclassified 　into　MBA ，　in　which 　the　score 　was ≧ 8　during　the　lst　week 　of

the　postparturn　period ，
　and 　MBB

，
　in　which 　the　score 　was ≧8during 　the　2nd　to　4th　postpartum 　week ．

　Results ：The 　MB 　score 　in　the　MB 　group　was 　significantly 　higher　tha皿 that　in　the　control 　group　until　4

weeks 　after 　delivery，　Sleep　time　was 　shorter 　in　MB 　group　for　4　weeks 　after 　delive取 than　that　in　the　control

group．　Sleep　time　in　the　MBB 　subgroup 　was 　shorter 　than 　in　the　in　control 　group　and 　MBA 　subgroup ．　The

sleep 　feeling　scores 　in　the　MBA 　subgroup 　were 　compatible 　with　those　of 　the　｛：ont．rol　subjects 　for　4　postpar−

tu皿 weeks
，
　but　an 　abrupt 　increase　in　the 　score 　was 　observed 　in　the　MBB 　subgroup 　after　discharge　from

the　hospita1．

　 Conclusions：We 　have　demonstrated　for　the　first　time　the　phenomenon 　 of　late　 onset 　MB ，　 which 　is

closely 　re且ated 　to　sleep 　disturbance　and 　sleep 　feelings　during　hospitalization・

　Giving　clinical　importance　to　sleep 　disturbance　during　the　first　postpartum 　week 　is　strongly 　suggested 　to

eliminate 　the　risk　ot
“
　late　onset 　MB ．

Key　words ：Matemity　blues ・Pue 叩 eriuln
・Sleep　disturbance

　　　　　　　　　緒　　言

　睡眠が心理的 ・身体的 ・物理的ス トレ ス に よ り

強 く障害 され る こ とは 知 られ て い る
1）2 ］

．女性 に

とっ て妊娠 ・分娩 ， そ して育児は人生 の 大 きなイ

ベ ン トであ り， 同時に大 きなス トレ ス で もある．

妊娠 中の 睡眠障害は母体 に影響 を与え， さらに ，

産褥期は身体機能回復の 必 要な時期で あるが ， 夜

間の 新生児介護に よる中途覚醒の 影響で睡眠障害

が持続する，新生児の睡 眠
・
覚醒 リズム の確立に

伴 っ て褥婦の 睡眠障害は次第に減少する と報告 さ

れて い る
3）

．こ の よ うに妊娠
・
分娩

・産褥期 は生

物学的に不安定な期間で あるが ， さらに産褥期精

神障害が 出現 しや す い こ とが知 られて い る．妊娠

・分娩に伴 う精神障害の 頻度 は0．1〜O，2％の 頻度

と考え られて い る が
4）

，
こ の 発生頻度は

， 精神科病

棟に 入院 を要するよ うな重篤な精神疾患の場合で

ある ，Pugh 　et　aL51 は産褥 3 カ月 まで の 褥婦の 精神

病 に よる入院の 危険率 は非褥婦に比 較 し1．8〜2．5

倍 と報告 し，また水谷 ら
6 ’

は ， 分娩後発病まで の 期

間が 1 カ 月以 内は 63．7％ ， 3 カ 月以 内 は 89．8％で

あ り，特に産褥 3 日以 内の 発病 を15．9％ に認め た

と述べ て お り， 産褥早期における精神障害発症の

危険率は極 めて高 い ．一
方， 不眠 ， 焦燥感 ， 精神

混乱 ， 感情不安定で 涙 もろ い 状態 を マ タニ テ ィ ブ

ル ーズ（以 下 MB ）と呼び，産褥精神障害の
一

型 と

分類 され て い る
TI

．こ れ らの 症 状 の ピ ー
クは お よ

そ産褥 3〜5 日で あ り， ほ と ん ど の 症例で 10 日後 ま

で に急速に消失す るが
S｝

，その
一・

部は遷延化 し，重

大 な問題 となる こ と も多い
m

．

　我々 はす で に産褥期の 睡眠 ・覚醒パ タ
ー

ン の 自

記記録 を解析 し， 初産婦で は ， 睡眠 の パ ター ン の

乱れ や睡眠時間の 短縮が 経産婦 に比べ よ り顕著で

あ り，同時に気分の 有意 な低下が認め られ ， 産褥

期の 睡眠の 障害と褥婦の 精神状 態の 悪化 との 問に

何 らか の 関連性の 存在 を指摘 して きた
ID，II）

．本研

究で は， 産褥 4 週 間で の MB 発症 に注 日して睡眠

障害の 関連に つ きそれぞれの 障害程度を得点化 し

検討 した．

　　　　　　 研究対象お よび方法

　対象は
， 昭和大学病院お よび国立精神

・
神経セ

ン ター国府台病院で IE常分娩 した精神疾患の 既往

の ない褥婦で ， 対象の 全員よ りイ ン フ ォ
ーム ドコ

ン セ ン トを得 て 行 っ た．そ の 内訳は 経産婦16名

（32．5± 4．0歳）， 初産婦 27名 （29．2 ± 3．6歳）で ある．

観察対象期 間は ， 産褥 4週間で ， 入院期 間中 1週

間は病院にて ， 退院後は 自宅にて記録 した．人院

中は母児異室制 で夜 間授乳 は看護サ イ ドで行 い
，

消灯後は 自然睡 眠が とれる環境 に あ っ た．なお
，

高得点 を示 した MB 群 に 関 して は両機関の 精神科

専門医に より産後 うつ 病 な どを含め た精神疾患の

合併の ない こ とを確認 した，

　睡眠 ・覚醒パ ター ン の 記録は睡眠 H 謝
2）
を 一

部

改 変 して 用 い
， 分娩当日夜 よ り分娩後 4 週 まで 連

日の 自記式記録とした．1 日の 睡眠時間は 日中時

間帯 ， 夜間時間帯 と両者 をあわせ て ，30分 を 1 区

間 として算 出 した．Steinの MB 尺度
’S）

は 日本語版

自記式質問票（Table　1）
］4）

を用 い ，8 点以 ltの 日が 1

Ll以 上 出現 した 褥婦 を MB 群 ，

．一一度 も 8点以上 を

N 工工
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ズ

Tab且e　I　A 　scale 　for　measuring 　the　maternity 　b且ues 　
1：s）］’V

　 　 　 　 　 Muternity　btuesの 自己質問表 14）

日 産婦誌52巻 4 号

【産後】　　　 日目　　　　　　　　 【口時 】

【名前】

．、今H あなた の 状態 につ い て 当て はまる もの に ○をつ け て くだ さい ，2 つ 以 ヒ当て は まる場合 に は，番号の k きな方 に

U をつ けて 下 さい ．また質 問票の は じめに は名前 と目時をお 忘れ な くご記人 くだ さい ．
【質剛

A ．0．気分 は ふ さ い で い な い ．

　 1，少 し気分がふ さ ぐ，
　 2，気分 がふ さ ぐ，

　 3，非常 に 気分が ふ さ ぐ．
B．0，泣 きた い と は 思 わない ．

　 1，泣 きたい 気分 に な る が，実際 に は 泣か ない ．
　 2．少 し泣 けて きた．
　 3，数分 間泣 けて しま っ た．

　 4．半時 間以 上 涼 けて し ま っ た，
C．0．不安や心 配事 はない ．
　 1．時々 不安 に な る，

　 2．か な り不 安で 心 配 に なる，
　 3．不安で じっ と して い られ ない ，
D．0．リラ ッ ク ス して い る．

　 1．少し緊張 して い る．
　 2，非 常 に緊 張 して い る，

E．0．落 ち着い て い る．

　 1、少 し落 ち着 きが ない ，

　 2．非常 に 落 ち着か ず，どうして い い の か分か らな い

F，0．疲れ て い ない ．
　 L 少 し元気が ない ．
　 2．　 ・U 中疲れ て い る．
G．O．昨晩は 夢 を見なかっ た，
　 1，昨晩は夢 を見 た．

　 2．昨晩 は 夢 で 冂 覚め た．
II．0．普段 と同 じ よ うに 食欲が ある，
　 1，普段 に 比べ て やや 食欲が な い ．

　 2，食欲 が ない ．
　 3．…

日巾全 く食欲が ない ．

次 の 質問 につ い て は，
“
は い

”
また は

岡
い い え

”
で 答えて くださ い ．

1．頭 痛が す る．

J，イ ラ イラ す る．
K ．集中 しに くい ，
L ，物忘れ しや す い ．
M ．どうして い い のか わ か ら ない ．

は い 　　　 い い え

は い 　　　 い い え

は い 　　　 い い え

は い 　 　 　 い い え

は い 　　　 い い え

配 点 方法 ；A〜H の 症 状 に 対す る 得点 は 各番号の 数 字に 該当 し，1〜M の 症状 に対す る得点 は
tJ

はい
”
と答えた 場合に 1点

とした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （G．Steil1．　J　Psychosum　Res ⊥980 ；24 ；165〕

示さなか っ た褥婦を非 MB 群 （コ ン トロ
ール群 ）と

した．さ らに MB 群 に つ い て は
， 入 院中に 8点以 h

を示 した群 を MBA 群，退 院後 （産褥 2 週 か ら 4

週）に 初め て 8 点以 ヒを示 した MBB 群 に 分 けて

解析 を行 っ た．睡眠内省に関する尺度は ， 睡 眠感

を構成す る主要な要素で あ る「寝付 き」，「持続感」，

「熟 眠感」， 「中途覚醒」 の 4 項目に分けて 10段階ス

ケール とし，起床時に 記録 した
1’°
．MB 尺度お よび

睡 眠内省尺度の 記録 は産褥 1 目か ら 7 冂まで は連

H ， 以後は産褥 2，3，4 週 に行 っ た．

　頻度比 較に関 して は， 分割表に よる x2検定を ，

その 他の 指標に関 しては，分散分析に よ り検定 し，

有意な効果の 認め られ た場合に は ， ド位検定と し

て ，Scheffeの F 検定を用 い た．なおすべ て の 統計

検定は StatView　5．0を用 い て 行 っ た．

　　　　　　　　　　研究成績

　対象43名中 MB 群 は15名（初産婦 12名， 経産婦 3

名， 30．0± O．9歳）で あ り，コ ン トロ
ール群 は 28名（初

産婦 13名， 経産婦15名，31．0 ± 0．9歳）で あ り， MB

群 は初産婦の 比 率がや や高い傾 向を示 した．また

MBA 群 は初 産 婦 6 名， 経 産婦 2 名 （29．4 ± L4歳）

で
， MBB 群は 初産婦 6 名， 経産婦 1 名（31．0± 1．4

歳）で あ っ た．分娩時間 ， 出血景 ， 児体重
，
Apgar

Score に つ い て は，
　MB 群 とコ ン トロ

ール群で 有意

差 を認め なか っ た．

　1．MB 尺 度得点お よび 睡眠時間の 産褥期 にお

ける経時的推移

　MB 群の MB 尺度得点 は コ ン トロ
ール群 に比 較

し， 産褥 1 日目か ら 4週 目まです べ て の測定日で

有意（p〈 o．05）に 得点 は高か っ た （Fig．1A）， また ，

コ ン トロ
ール 群で は 産褥 3 日 U に 最低値 を示 す

N 工工
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　 141210
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o 丁 14

一
ロ
ーMBA

− ●一聡B
■．o ．・Control

2128

a，b　 Pく0．D5
a ；鯲 　VS 　OontroI

b ：闡BB　 vs 　Control

Dey

（B）
hrs
日

7e5

‘

32100

Sleep　time

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Day
7　　　 　　 14　　　　　 21　　　　　 28

Deys 　after 　delivery

Figユ 　 Time 　ct〕umse 　of 　MB 　score 　and 　sleep 　Ume 　a血er

　delivery，　in　MB 　 and 　 control 　group．　V 乱lues　 are 　 ex −

　pressed　aS　mean ± SD，

（B）
hrs7

6

5

432

Sleep　 time

0 7　　　　　 14　　　　　 21　　　　 28

Days　after 　deIivery

Dsy

Hg ．2　Time　course   r　MB 　scc）re 　and 　sleep 　time 　after

　 delivery，　in　MBA ，　MBB 　and 　control 　group，　Values　are

　 expressed 　as 　mean 　ofeach 　group，

も，MB 群で は ヒ昇 を示 した，　MB 群の 睡眠時間は

コ ン トロ ール 群に比 し常 に窺縮 してお り， 特に産

褥 2 週 目で 有意 （p〈 0．05）に短縮 した（N9 ．　IB）．

　 次に MB 尺 度得点 お よび睡眠時間を，　 MB 群 の

うち人院中に 8 点以 k を示 した MBA 群，退院後

（産 褥 2 週 〜4週）に 初 め て 8 点 以 ．h を 示 し た

MBB 群に分 けて 検討す る と，　 MBA 群の 尺度得 点

は退院後低
’
下する

一
方， MBB 群は退院後に コ ン ト

ロ
ール 群 に 比 し有意（p〈 O．05）に 高値 を 示 し た

（Fig．2A＞．睡眠 時間に お い て は ，
　MBA 群 は コ ン ト

ロ ール 群 と同様に 産褥 7 目口以 降に改善され る
一

方，MBB 群 は産褥 2 目目よ り有意に短縮 し，退院

後もさ らなる短縮を認め た （Fig，2B ）．

　2．産褥 1週 （入 院中）お よび 2〜4 週 （退院後）の

睡 眠時間の 比 較

　各群の 睡眠時間を入院巾お よび 退院後に分け ，

平均睡眠時 問 を算出 し検討 した と こ ろ， コ ン ト

ロ
ール 群 と MBA 群は 退院後に睡眠時 間が延長す

る傾 向がみ られ る も， MBB 群で は コ ン トロ ール 群

に比 し入院中 よ り睡眠時間が 有意 （p〈 0．05）に 短

縮 して お り， 退院後さ らに短縮 した （Fig．3），

　3．産褥期 における睡眠内省得点の 経時的推移

　各睡眠内省得点は ほ とん どの 時期で コ ン トロ ー

ル 群 に比 し MBA
，
　 MBB 群 で 高値傾向を示 した．

MBA 群 は退 院後
一

時改 善する
一方 ，

　 MBB 群で は

退院後急速 に悪化 して お り他 2群 との 較差が増大

した．寝付き（Sleep　initiation）（Fig．　4A ）は，人院中

は 3 群 とも全般的に不良で あ っ たが ， 退院後は コ

ン トロ
ール

， MBA 群で は急速 に改善する も，MBB

群 は有意 （p ＜ O．O「
J）に 高値 を保 ち ， 4週 目まで改善

が み られ なか っ た，
一．一

方 ， 持続 感 （Sleep　mai 皿te−

nance ）（Fig．　4B），熟眠感（Sound 　sleep ）（Mg ．　4C），

N 工工
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中途覚醒 （Wake 　after 　sleep 　onset ）（Fig．　4D ）に つ い

て は MBA ，
　 MBB 群共に分娩後早期に悪化 して お

り， MBB 群で は退院後 もこ れ らの 睡眠 内省は強 く

妨 げられ る 傾向が 示 された1

　 　 　 lst　vreek　of　　　　　　　　　　　　　　　2nd−4th　week
　 　 　 postpartum　　　　　　　　　　　　　　　　of 　postpart  

hrs　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　＊ pく0．05

8 く0．01

了

6543210

　 Contro｝　　　MBA　　　　　MBB　　　Control　　　閇BA　　　　　闡BB

　　　　　　　　　 Group

Flg．3　Comparison　of　sleep 　time　in　the　lst　and 　2nd−

　
．4th　 week 　 of 　postpartum 　period 　．　 Values　 are 　 ex −

　 pressed　as 　mean ± SD ．

ll産婦誌52巻 4 ）」
一

　4．3群 間に お け る MB 尺 度得点 と睡 眠 内省得

点の 相関

　寝付きに 関して は MB 尺度得点 と睡眠内省得 点

との 相関はみ られ なか っ た が ， 持続感 ， 熟眠感 ，

中途覚醒 の 睡眠内省 に つ い て は ， 3 群 とも MB 尺

度得点 と正の 相 関を認めた （Table　2）．

Table　2　Correlation　between　MB 　score 　and 　subjcctive

　 sleep 　feelings　score

Group 　　 test　　 SLP 　l　　　SLP 　2　　　SLP　3　　　SLP 　4

　 　 　 　 r
MBA
　 　 　 　 PNS

0．35　　　　　　〔〕．33　　　　　　0，33
〈0、01　　 ＜0，01　　 ＜0．Ol

　 　 　 　 r
MBB
　 　 　 　 PNS

0．36　　　　　1〕．33　　　　　（L36

＜0，01　 　 く0．el　 　 く O．Ol

　 　 　 　 r
Control
　 　 　 　 P

　 　 　 　 0、22　　　　　　U．16　　　　　　0，22
NS
　 　 　 ＜0，001　 　 く0．Ol　 　 くO．eOl

SLP 　I ：Sleep　initiation　SLP 　2 ：Sleep　rna 量ntenance

SLP　3 ：Sound　sleep 　　SLP　4 ：Wake 　after 　sleep 　onset
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　　　　　　　　 考　 案

　 産婦人科医 は ， 軽度 ・重度にか か わ らず， 褥婦

が何 らか の 精神障害を示す状況に遭遇す る場合が

多い ．産褥期精神障害の 研究の 多 くは精神科医に

よる もの で あ り，産婦人科領域か ら の ア プ ロ ーチ

は極め て少な い ．しか しなが ら ， 精神科 を併設す

る 医療機 関は 少な く， 患者の ニ ーズ に答える医療

を確 ウニす るため には，産婦 人科医 もこ れ ら疾患 に

積極的に 関与し，母性 保健の 立場か ら ， 精神 の 健

康に まで 踏み込む必要がある．産褥期精神障害の

分類は確定的な もの はな く，産褥期精神病 と い う

疾患の 記 載は な い が ICD10 （IntematioIlal　Classin−

cation 　ef 　Disease　1993）で は 産褥に 関連 した 精神

お よび行動の 障害，他に分類で きな い もの と して

掲載され て い る ．以 上 述べ た産褥期精神障害は

1．マ タニ テ ィ ブ ル ーズ （MB ），2．産褥期 うつ 病 ，

3．産褥期精神病の 3 種類 に分類 される．こ の うち

MB につ い て は ， 定義お よび 診断基準が
・
定 して

お らず
1｛’）

， 従 来か ら MB は
・
過性に輕快 し，治療

の 必要はな い とされ る． しか しなが ら岡野 ら門 ま

Stein質問票 を用 い
， 産後 5 日間の うち少なくとも

1 日以 It，合計点数が 8点以 Lあ る もの を MB と

判定し，産褥 1 カ 月で 産褥 うつ 病 となる頻度は健

常な褥婦 は3．2％で あるの に対 し， MB を経験 した

褥婦は 14．3％ で あ り， MB を経験 した褥婦 はその 後

の 産後うつ 病の 発病 に対 して 十分注意す る必要が

ある と述べ て い る．そ こ で 今回我 々 は産 褥 1 カ 月

間の MB 得点の 推移を検討した．

　我 々 は 従来か ら産褥期 の 睡 眠 障害に つ い て 報

告
11川

して きたが ， MB 発症 と睡眠障害の 関連に つ

い て の 報告は少な く， また ， MB 尺 度得点 ， 睡眠内

省尺度得点に分け検討 した報告 もな い ，本研究 で

は ， 産褥期 MB 発症 と睡眠障害の 関連に つ い て ，

Steinの 質問票お よび睡 眠 ・覚醒 リズ ム 表， 睡眠内

省調査票を産褥 4 週間記録し，初め て 両者 を数 最

化 しその 関係を検討 した，

　MB 群お よ び コ ン トロ
ール 群に お け る MB 尺度

得点お よび睡眠時間の 経 時的推移 を検討した と こ

ろ
， MB 群は コ ン トロ ー ル 群 に 比 し産褥 1H 目 よ

り産褥 4 週 目まですべ て の 測定日で MB 尺 度は有

意に 高値 を示 し， さ らに MB 群 の 睡 眠時間は不足

して い る傾向が示 された．従来 の 報 告で は ， MB

は産 褥 3〜5 日で 発症 し，多 くは 2週 間程度で 軽快

する と され て い るが，今回の 結果で は MB が分娩

直後 よ り発症 して い る可能性の 高い こ とが確認 さ

れ，分娩 当口よ りこ の 問診票に記入す る こ とに よ

りMB 発症の 予知に極め て有川 であ る こ とが 示 さ

れた．また今回 ， MB 群の うち産褥 7U 日まで に

early 　onset ，に発症する MBA 群 と， 産褥 2 週 か ら 4

週 目に late・onset に 発症す る MBB 群 に 分け て検

討したが ， 興味ある こ とに MBA 群は退 院後 の 産

褥 7H 目以 降で MB 尺度得点は減少 し睡眠時間 も

改善 される傾 向が認 め られ る の に対 し て ，MBB

群で は睡眠時間の 改善が み られ ず， 有意に睡眠時

間が不足 して い る こ とが示 され た．ま た MBB 群

は コ ン トロ ール 群 に比 し， 産褥 4 週 凵まで有意に

睡眠 時間が 短縮 し て い る こ とか ら ，
late　onset の

MB 発症 には睡眠時間が深 く関 与して い る可能性

が示 され た．今回産褥 4 週の 時点で MB 尺度得点

が 高値 を示 した MBB 群 に ， 産褥期 うつ 病 など を

含めた 精神障害を合併する こ とは なか っ た が，産

褥期早期に感情不安 など MB を疑う褥婦には従来

の MB 尺度に 加 え， 睡眠時 間の 調査や 精神科 専門

医に よる コ ンサル テ
ー

シ ョ ンを考慮する必 要が あ

る と思われ る ．

　睡眠は単に
一一

日
’
ド均睡眠時間 の み な らず熟眠感

の 有無な ど ， 最終出力で ある k観的1睡眠感に代表

され る心理的要因 も加味 して 検討 され るべ き現象

で ある，こ れまで ， 産褥期を通 して 睡眠感の 変動

を研究 した報告は ほ とん どな い ．9．　teimi3，は児の 哺

乳，おむつ 交換 な どに よる褥婦の 中途覚醒，不眠

症 に 関 して は独 立 して 研 究 さ れ る べ きだ と し，

Steill質問票で は
， 睡眠障害に 関する項凵は除外さ

れ て い る．本研究で は，睡眠感 をその t要素で あ

る寝付き， 持続感，巾途覚醒 ， 熟 眠感の 4 項 日に

代表 させ，尺 度化が 容 易 な Visua1　Analogue　Sca−

lei”）

を用 い ，産褥期 の 睡 眠内省の 変動に つ い て 検

討 した．

　分娩 当 H の 疲労 ， 興 奮状態 よ り解放 され る 産褥

2H に は 3 群 とも各項 目は 改 善 さ れ るが ，
　 MBA

群 は産褥 3 日以 降悪 化 し退院後徐 々 に 改善す る ，

い わゆ る MB 尺 度得点の 経過 と同様な推移を示 し
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た．　
・
方 ， MBB 群の 睡眠内省は退院後急激 に悪化

し，
こ れ も MB 尺度得点の 経過 と同様 な推移 を示

した，そ こ で MB 尺度得点 と睡 眠内省得点に つ い

て 3 群 にお い て 関連性を検討した とこ ろ ， 睡 眠持

続感，熟眠感 ， 中途覚醒 にお い て有意な正の 相関

を認め た．こ の こ とよ り， MB の 症状の 変調 は睡眠

時間の 短縮 ， 延長の み な らず睡眠感の 良悪 に よ っ

て も大 きく左右 される こ とが初め て 示 された．

　以一L，MB に は従 来か ら報告の ある early 　onset

に 発症す る もの （MBA 群）以外に ， 産褥 7 日目以 降

に late　onset に発症 す る MBB 群 の 存在が 明 らか

とな り， こ れ に は産褥早期か らの 睡眠不足 と睡眠

感の 悪化が その 発症 に深 く関 与する こ とが分か っ

た．これ らの 症例で は ， 退院後の 家族背景 ・育児

環境等が睡眠に影響 を与えて い る 可能性 があ り，

今後社会的背景に つ い て も検討する必 要が ある と

思 われた．加えて ，入院 中に不眠や熟眠感の 不足

を訴 える褥婦 に対 して ， 質問紙 を利用 した ス ク

リーニ ン グ を行い
， 時問生物学 を考慮 した 習慣的

な昼 寝指導な どを含め た個別的な睡眠指導を徹底

する こ とに よ り，MB お よ び産褥期の 睡 眠障害の

予防が 可 能で あ る と考え られ た，
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